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音楽演奏に関する実験心理学的研究　
　　 機械演奏と人間による演奏の比較実験 1 　　
原　著
Music arouses emotions in listeners mind. Listeners can perceive the emotions expressed by the player 
and be moved by his / her performance. Recently, with advances in digital rendition tech-nology, music is 
more frequently played by a computer. Digital rendition is often said to be un-natural and poor in 
expressions. The purpose of this study was to identify factors affecting eval-uation of music performance 
by comparing impressions of music digitally rendered with music played by human musicians. The 
participants listened to 7 variations of the same music in a random order : 2 performed by different human 
pianists and 5 rendered by a music sequencer in different performance rules. For each variation, they rated 
their impression with the Semantic Differential Method. Results showed that the impression of music was 
different between human and digital renditions, which may be due to the existence of fluctuations in tempo 
and loudness in human renditions. It was also shown that the impression was not affected by whether the 
par-ticipants had received formal music education. 









用に関してまとめられている（Juslin & Sloboda, 
2001　大串・星野・山田訳　2008, p.225）。例え
































































































　大学生 20 名（男性 5 名，女性 15 名）で平均年
齢は 21.15 歳（SD = 0.59）であった。
実験刺激





























ctive Value Scale of Music： 以下 AVSM 尺度とす
る）の 24 項目を使用した。親和・強さ・軽さ・
荘重の 4 尺度からそれぞれ 4 項目，高揚尺度のみ
8 項目あり，計 24 項目となった。選択肢は，“1 
全くあてはまらない ”，“2 ややあてはまらない ”，
“3 どちらともいえない ”，“4 ややあてはまる ”，




















した。因子負荷量の大きさから第 1 因子は “ 暗
い ” “ 悲しい ” “ 沈んだ ” など負の感情を示す因子
と解釈できるので，“ ネガティブ ” と命名した
（含まれる項目，以下同様：明るい，暗い，沈ん
だ，楽しい，悲しい，陽気な，哀れな）。第 2 因
子は “ 猛烈な ” “ 浮かれた ” などの落ち着きのな
い感情を示す因子と解釈できるので “ 高揚 ” と命
名した（刺激的な，浮かれた，落ち着きのない，
きまぐれな，猛烈な，おだやかな，強い）。第 3
因子は “ 断固とした ” “ 厳粛な ” など堅く重みの
ある感情を示す因子なので “ 重厚 ” と命名した
（断固とした，厳粛な，おごそかな，気高い，崇
高な，軽い）。第 4 因子は “ 恋しい ” “ いとしい ”
などの誰かに対する正の感情を示す因子と解釈で





α= .81，好意がα= .67 となった。
　次に，下位尺度得点を構成する項目の得点の合
計をその項目数で割ったものを，形容詞の “ ネガ
ティブ ” “ 高揚 ” “ 重厚 ” “ 好意 ” の各得点とした。
A， B， C において因子間で分散分析を行ったとこ
ろ，“ 重 厚 ” で は 有 意 な 差 が 認 め ら れ た（F 
（2, 57） = 3.71， p <.05）。“ ネ ガ テ ィ ブ ” “ 高 揚 ” 
“ 好意 ” では，有意な差は認められなかった（ネ
ガティブ：F （2, 57） = 0.81，ns.；高揚：F （2, 57） 
= 1.15，ns.；好意：F （2, 57） = 0.03， ns.）。“ 重厚 ”
について A， B， C 間の多重比較を行ったところ，
A と C の間が 5% 水準で有意であった。因子間相
関は最大でも r = .313 （p <.01）であり，高い相関
は見られなかったため，独立した因子と考えてよ
いと思われた。
　AVSM 尺度形容詞 24 項目それぞれを A， B， C
の楽曲間で有意な差があるのか反復測定による一
元配置の分散分析をおこなったところ，“ 軽い ”
に有意な差が認められ（F （2, 38） = 8.90， p <.01），
B， C と A 間で有意な差があった。
考　察
　“ 重厚 ” や “ 軽い ” について，A は楽譜通りの






























　大学生 43 名（男性 16 名，女性 27 名）で平均





31 名でその中でピアノ経験者は 24 名であった。
実験刺激



























① 　 ⑦のタイプの演奏を用いた。① Human 1：
人間 1 による演奏，② Human 2：人間 2 による演
奏，③機械的演奏：MIDI で楽譜通りの音の長
さ， 強弱はなく常に一定で演奏， ④ High-loud 
（+）：③を基に Director Musices で High-loud を +
方向に操作したもの（ピッチが高いほど音量が大
きくなる），⑤ High-loud （-）：③を基に Director 
Musices で High-loud を - 方向に操作したもの
（ピッチが高いほど音量が小さくなる），⑥ Dura-
tion （+）：③を基に Director Musices で Dura tion を
+ 方向に操作したもの（より短い音符にはより長
い小休止を設ける），⑦ Duration （-）：③を基に
Director Musices で Duration を - 方向に操作した
もの（より長い音符にはより長い持続時間を設け
る），であり，1 曲につき 7 種類のデータで，合
計 14 曲となった。Human 2 はミスタッチや不協
和音が含まれたものであった。また High-loud と





























いもの 8 項目（16 形容詞）を選択し（“ 明るい－
暗い ” “ 静かな－うるさい ” “ 陽気な－陰気な ” 
“ 軽い－重い ” “ 楽しい－苦しい ” “ 派手な－地味
な ” “ 面白い－つまらない ” “ たくましい－弱々し
い ”），合計 10 項目（20 形容詞）とした。SD 法
－ 68 －
の 5 件法とし選択肢は，“ たいへん ”，“ どちらか
とえば ”，“ どちらともいえない ”，“ どちらかと




















たかどうか調べるため，“aqua” “The Wind of Life”
それぞれの楽曲について，演奏タイプごとに “ 芸
術的な－機械的な ” および “ 好き－嫌い ” 形容詞
の得点を平均し，演奏法を独立変数とした分散分
析を行った。Figure 1 はそれぞれの楽曲の “ 好き
－嫌い ” の得点の平均を示したものである。
“aqua” に対する “ 好き－嫌い ” の得点について分
散分析を行ったところ，演奏の違いの主効果が有
意であった（F （6, 252） = 4.71， p <.01）。そこで機
械的演奏とその他の演奏の単純対比を行ったとこ
ろ，機械－ Human 1 と機械－ Human 2 と機械－
Duration （+）間でそれぞれ有意な差があった（F 
（1, 42） = 12.56， p <.01；F （1, 42） = 15.96， p <.01；
F （1, 42） = 11.21， p <.01）。
　“The Wind of Life” についても同様に，“ 好き－
嫌い ” の得点について分散分析を行ったところ，
演奏の違いの主効果が有意であった（F （5, 210） 
= 9.93， p <.01）。機械的演奏とその他の演奏の単
純対比を行ったところ，機械的演奏は Human 1， 
High-loud （-），Duration （+）よりも有意に好まれ
ることが分かった（F （1, 42） = 9.45， p <.01；F 
（1, 42） = 9.32， p <.01；F （1, 42） = 37.25， p <.01）。
“ 芸術的な－機械的な ” の形容詞対についても演
奏の違いが印象に影響を及ぼしたかを調べるた
め，分散分析を行ったところ，“aqua” では演奏の
主効果は見られなかったが（F （6, 252） = 1.30， 
n.s.），“The Wind of Life” では主効果が有意であっ
Figure 1. Aqua（左）と The Wind of Life（右）での形容詞 “好き－嫌い ”の評価
 注）エラーバーは標準偏差を示す。
－ 69 －
た（F （4.79, 201.24） = 17.62， p <.01）。 Figure 2 は
“The Wind of Life” の “ 芸術的な－機械的な ” 得点
の平均を示したものである。機械的演奏とその他
の演奏の単純対比を行った結果，機械は Human 
1， 2，High-loud （-），Duration （+）よりも有意に
高く芸術的だと評定されなかったことが分かった
（F （1, 42） = 12.57， p <.01；F （1, 42） = 22.00， p 
<.01；F （1, 42） = 9.84， p <.01；F （1, 42） = 62.66， 
p <.01）。
Director Musicesの変数と演奏の印象の関係
　“ 明るい－暗い ” “ 静かな－うるさい ” “ 陽気な
－陰気な ” “ 軽い－重い ” “ 楽しい－苦しい ” “ 派
手な－地味な ” “ 面白い－つまらない ” “ たくまし
い－弱々しい ” の各形容詞対の得点についても同
様に分散分析を行った結果，“aqua” では “ 楽しい
－苦しい ” “ たくましい－弱々しい ” で（それぞ




　ところで “aqua” はハ長調，bpm = 58 であり，
ゆったりとした静かな曲調であった。“The Wind 








演奏では，それぞれ “aqua”，“The Wind of Life” の
順に，“ 楽しい－苦しい ” は 3.26 点と 2.51 点（得
点が高いほど苦しい），“ 陽気な－陰気な ” は，
3.28 点と 2.47 点（得点が高いほど陰気），“ 好き
－嫌い ” は 2.23 点と 2.42 点（得点が高いほど嫌
い）であった。
　Duration （+）での形容詞の得点を平均すると，
それぞれ “aqua”，“The Wind of Life” の順に，“ 明
るい－暗い ” では，3.28 点と 2.05 点（得点が高
いほど暗い），“ 楽しい－苦しい ” は 3.23 点と
2.49 点，“ 面白い－つまらない ” は，3.09 点と
2.91 点（得点が高いほどつまらない），“ 芸術的
な－機械的な ” は，2.88 点と 3.95 点（得点が高




があるのかを演奏タイプ × 経験の有無の 2 要因
分散分析で検討したところ， “aqua” “The Wind of 
Life” どちらも有意な差はみられなかった（F 




よる演奏 2 を有意により弱々しく（t （41） = 
-1.64， p <.01）， 人による演奏 1 をより重く（t 
（41） = -3.78， p <.05），Duration （-）をより静か
だと評定したことが示された（t （41） = -1.83， p 
<.05）。“The Wind of Life” では，経験者は未経験
者よりも，人による演奏 1 を弱々しく好みであり
（t （41） = 1.28， p <.05；t （41） = -2.33， p <.01），機
械 的 演 奏 を 弱 々 し い（t （41） = 0.34， p <.05），
High-loud : （+） を暗く芸術的（t （41） = 0.04， p 
<.05；t （41） = -1.64， p<.01）と評定したことが示
された。





















　聴取者が Director Musices の演奏を評価した形
容詞の中で特に評価の高かったものをまとめる
と，“aqua” での High-loud （-）では，苦しい印象
を持つ演奏であり，Duration （+）では，苦しいが
その演奏法が曲のもともとの雰囲気に合い，好き

















較の結果から，“aqua” では，人による演奏の “ 重
い－軽い ” “ 芸術的－機械的な ” で，Duration





　“The Wind of Life” では，音楽経験者と未経験者
で，人による演奏の “ たくましい－弱々しい ” 
“ 好き－嫌い ”，MIDI の “ たくましい－弱々し




















善した実験 2 では差が見られた。実験 2 の結果よ





















様に評価された “The Wind of Life” の High-loud
（+）と Duration （-）から，“ ピッチが高くなれば
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